










はじめに 

近年,女性の高学歴化と社会進出にともなう晩婚女性の増加は,全国的な傾向であり,岩手

県においても出生総数の減少にもかかわらず 30 歳以上の初産婦の出生数に占める割合は

増加している。 

しかし一般に妊娠・分娩は 20歳台が理想的ともいわれ,それ以降の妊婦では切迫流産や妊

娠中毒症などの異常妊娠,また,胎児奇形や子宮内胎児発育遅延,染色体異常の発生頻度も

高くなる傾向があり,特に初産婦においては胎児仮死や遷延分娩などの異常分娩の増加が

報告されている。 

これらの背景に基づき岩手県医師会は岩手県からの委託に基づき『高年初産にかかわる調

査研究』を 113 の医療機関の協力を得て昭和 63年 10 月から平成 2年 9月まで,予想分娩数

11,000にたいして9,994分娩(高年初産:1862例,30歳以上の経産:8132例)について調査研

究を行った。この調査研究は,ハイリスク要因を持つ可能性のある高年初産にかかわる妊婦

検診を行い,調査研究を実施し,母体の保護ならびに胎児および新生児の健全な育成をはか

ることを目的に行われた。今回の調査研究では 110項目に及ぶ調査を実施したが,それらの

中から,社会,文化および経済的要因として勤務婦人か否かと近代化された食生活の背景を

持つことから肥満を,生物学的要因として年齢，産科学的要因として成績に示した9つの項

目を選び解析評価をおこなったので報告する。 

ただし,日本産科婦人科学会では 1991 年 11 月より高年初産婦の定義を『35 歳以上の初産

婦を高年初産婦とする』との改訂がなされているが,本調査研究は昭和 63年(1988 年)に開

始しており,改訂前つまり『30 歳以上を高年初産』として報告する。 


